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会  議  録 
会議の名称 まち・ひと・しごと創生総合戦略等検討委員会（第２回）  

事 務 局 企画財政部企画政策課企画政策係  

開 催 日 時  平成２７年１０月６日 (火 )午後 5 時 55 分～午後 8 時 15 分  

開 催 場 所 本庁舎３階第１会議室  

出 席 者 委員長    渡邊  嘉二郎  委員  

副委員長   本間  紀行   委員  

委  員    田村  裕一   委員   飯田  千洋   委員  

      川合  祐之   委員   北島  彩子   委員  

鳴海  多恵子  委員  河野  律子   委員  

欠 席 者 委  員    小宮  貴大   委員   

事 務 局 

 

企画政策課長     水落  俊也  

企画政策課長補佐   中田  陽介  

企画政策課係長    廣田  豊之  

企画政策課主任    津田  理恵  

株式会社創建     大谷  優  

傍聴の可否   可     一部不可     不可  

傍 聴 者 数  ０人  

【会議次第】  

１  小金井市人口ビジョン（素案）について  

 ⑴  人口ビジョンの構成  

⑵  人口の分析  

①  人口の現状分析  

  ②  人口の将来推計  

  ③  人口の変化が地域の将来に与える影響（意見交換等）  

⑶  まちの分析  

①市民意識の現状（市民アンケート結果（速報））  

②まちの現状（就業、産業、土地利用）    

２  今後の検討の流れについて   

３  その他（意見交換等）  
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【会議結果】  

１  小金井市人口ビジョン（素案）について  

⑵  人口の分析  

①  人口の現状分析  

○事務局から説明《資料№ 7Ｐ 2～》  

・図表１…戦後、人口が急激に増加している（多摩地域に共通する特徴）。

現在はある程度増加は止まり、推移している。  

・図表２…平成１７年→平成２２年人口増加率は多摩２６市中１８位。

平成２２年→平成２７年人口増加率は多摩２６市中３位。公務員住宅

の建設等があったため。  

・図表３…平成２２年から平成２７年にかけて、０～４歳の人口が約５

００人程度増えている。  

・図表４、５…老年人口（６５歳以上）が非常に伸びている。  

・図表６…世帯人員は徐々に減っており、おおむね２人となっている。 

・図表７…単独世帯が非常に多い。  

・図表８…地区別の人口推移では、特に本町で過去５、６年間で人口が

非常に増加している、再開発や、公務員宿舎の建設の影響がある。  

・図表９…市域を３区分（武蔵小金井地区、東小金井地区、野川地区）

し、それぞれの人口、面積、及び人口密度を示している。  

・図表１０、１１…武蔵小金井地区、東小金井地区はおおむね増えるか

横ばいで推移している。  

・図表１２…野川地区では、生産年齢人口（１５～６４歳）が減少傾向

にある。  

・図表１３…男性の未婚率はどの年代においても東京都の平均より高

い。  

・図表１４…小金井市の合計特殊出生率は１ .２９で、全国と比べると

０ .２ポイント低く、東京都と比較すると若干高い。また、改善傾向に

ある。  

（補足）表に載っていないが、小金井市は多摩２６市中１３位。１位稲

城市は１ .５０４、２位羽村市は１ .５、最下位の武蔵野市は１ .１３５

であり、小金井市は中間の位置にいる。  

・図表１５…平成１７年から平成２２年の転入者数の増は貫井北町の宅

地開発や駅前の再開発による。  

（補足）表には載せていないが、転入率（総人口に占める転入者の割合）

が平成２２年度は多摩２６市中１位、平成２６年度は５位で、転出率

は平成２２年度、平成２６年度ともに第２位で、転入も転出も高い。  

・図表１６…２０～２４歳の転入が非常に多く、２５歳以上になると、

転出が多くなる。  

・図表１７、１８、１９…転入前の居住地は杉並区、武蔵野市、三鷹市、
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小平市が多く、特に杉並区が多い。転出先は小平市が一番多いが、武

蔵野市、三鷹市、杉並区等、中央線沿線に転出していく。小平市（中

央線沿線ではない）に転出する理由として中央線沿線の土地の価格が

非常に高いことが想定される。図表１９については図表１７、１８の

差（転入者・転出者の差）を示している。  

 

○主な意見  

 ・高齢者が活躍しないといけないと思う。世帯人員が少ないので、独居

老人のケアをどうするか考える必要がある。２０～２４歳の転入が多

いが、その後で転出する傾向もある。他の自治体とは違う、学生が住

みやすい環境整備のようなことも必要かなと思う。転入、転出の状況

をみると、杉並区からは、隣接していないが多くの人が小金井市に転

入している。このようなまちと仲良くして、連携することができない

か。  

 ・データの時点がばらついているが、国勢調査のデータは５年前のもの

なので古いと思う。転入、転出の状況は、国勢調査でないとわからな

いのか。  

→転出者の転出先について、正式に公表できるデータは国勢調査のみであ

る。（事務局）   

・転入、転出の状況をみると、学生の時に入ってきて、持ち家を取得して出て行

ってしまう傾向がうかがえる。武蔵野市は、かなり短い期間（学生の間）で移動

してしまうが、小金井市は、それよりは長い期間住んでいるようだ。転入、転出

のパターンを捉えて、学生の間だけいる人や、持ち家を買う人の２種類をすくう

ことはできないか。  

また、５５～６０歳ぐらいで転出する人が多くなっているのは、リタイアした人が、

西の方の自治体に出て行ってしまうと思われる。同居をしていないから、小金

井に住み続けられなくなり、息子や娘が別に家を持っているとそちらに行ってし

まうのではないか。  

・３０～５０歳の転出は、マイホームを購入するために移動するのかと思う。  

・不動産業という仕事柄、このデータは実感がある。学生が多く、卒業後出て行

ってしまうという、小金井の宿命がそのまま出ていると思う。小金井市は都心ま

でのアクセスもよいというのもあり、そのまま引っ越さずに就職する学生も多い。

転入より転出が多くなっている２０～３０歳代は、大切にしたい。出生率が 1.29

と上昇しているが、最近、駅近のマンションや宅地開発による住宅が増えてい

る。それが出生率に影響を与えていると思う。賃貸住宅も、かつてはワンルーム

が多かったが、１LDK、２DK など、結婚した世帯や子育て世帯向けが増えてい

る。以前、小金井市に住んでいて、住みやすかったからと、子どもがいる３０歳

代くらいの人が戻ってくることも多い。  

・出生率が増えていて、人口ピラミッドでも０～４歳が増えている一方で、１世帯
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当たりの人数が減っていることは、一人暮らしの高齢者が増えているということで

はないか。  

・核家族が増えている現状はあるが、自分は大家族に戻すべきと考える。高齢

者問題や子育ての問題も、家族で支え合うことで解決できたものもあった。  

吉祥寺の魅力は、まちに賑わいがあり、バイトもたくさんあることである。３つの大

学がある小金井市としては、京都のように、学生を大切にしてはどうか。学生を

大切にすることによって、住み続ける人も増えるのではないか。  

・他の自治体の人口推移をみると、西の方は既にマイナスになっているのは、脅

威なんじゃないか。まだこのあたりには来ていないが、今後は、都心近くにも来る

のではないか。そのための対策が必要ではないか。  

・小金井市だけ人口が増えればよいという考え方は間違いだと思う。全体でプラ

スにしようということがないと、人の取り合いになってしまう。稲城市や羽村市は、

西の方だが人口が増えているようだが。  

・福生市はあまり開発の余地がないので、周辺に出て行ってしまうという話を聞い

たことがある。  

・稲城市では丘陵部で大規模なニュータウン開発が進んでいる。  

 

  ②  人口の将来推計  

○事務局から説明《資料№ 7ｐ 14～》  

・今回初めて示したものである。国による将来推計（国勢調査に基づく

推計）と住民基本台帳に基づく人口推計の２パターンがある。国によ

る将来推計は、さらに２パターンあり、１つは国立社会保障・人口問

題研究所（以下、社人研という。）によるもの、もう１つは日本創生

会議によるものである。  

・図表２０…日本創生会議の推計は移動率（転入・転出の差）が現状の

まま推移している。社人研は移動率が今後５年間で半分になると推計

している。  

・Ｐ１６以降は住民基本台帳を踏まえて推計を行っている。  

・図表２１…平成３５年１２万１２人をピークに、平成７２（２０６０）

年には１０万人を切ると推計している。  

・図表２２…老年人口（６５歳以上）は平成６２年まで増え続ける。生

産年齢人口（１５～６４歳）は平成３２年をピークに減少する。年少

人口（０～１４歳）は平成３７年をピークに減っていく。  

・図表２３…老年人口は平成５７年度辺りで３０％を超える。生産年齢

人口は大きく落ち込んでいる。  

・Ｐ１８以降は各地区（武蔵小金井地区、東小金井地区、野川地区）ご

との推計。  

・図表２４、２５…武蔵小金井地区は人口の増加が一番多い。平成３７

年度５万５ ,１５２人をピークに下がっていく。年齢３区分の人口推
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移は、全体の人口の推移とおおむね一致している。  

・図表２６、２７…東小金井地区は、同様に平成３７年度にピークを迎

えるが、老年人口については、ずっと増え続ける。生産年齢人口と年

少人口の推移は全体の人口の推移と同様である。  

・図表２８、２９…野川地区は、最も大きい減少となっている。平成３

２年の２万９ ,００１人をピークに下がっていく。老年人口は平成５

７年をピークに、生産年齢人口及び年少人口は平成２７年をピークに

下がっていく。年齢３区分人口割合では平成４７年に老年人口が３

０％を超え、非常に高齢化率が高まる。  

 

○主な意見  

・社人研と小金井市の推計は非常によく似ている。この推計より人口を

増やそうと考えても無理なのだろうか。これを前提にどうするかを議

論していかなければならない。  

・江戸時代までの日本の人口は変わらなかったが、明治に入ってから、

食料があり、安全であるため、増えてきた。  

・まちとしては基本的には人口に見合った機能（ある地域に機能を集約

したり、ある地域では減らし、自然を残す等）を持たせるということ

である。  

・市の推計ではスタート地点（２０１５年の人口）で国の推計より５千

人ぐらい少ない。国の推計は国勢調査をベースにしているということ

で、今年の国勢調査の結果が出た後に再度国が将来推計を行ったら、

値も下がるのか。国の方が大雑把な推計をしているが、市の方が細か

くみているということでよいか。  

→平成２３年度から平成２７年度の前後に公務員住宅の建設や再開発等が

あり人口が増加したため、国の推計では移動率が伸びているが、市では、そ

れらは特殊な事例として除外して推計したため、異なっている。（事務局）  

 

 ③  人口の変化が地域の将来に与える影響（意見交換等）  

○主な意見  

・人口が減るのは宿命のようなもので、野川地区では５年後がピークに

なっている。地域の特性を生かして、改善できる方法はないか。古い

住宅が多い地区で、高齢化率も高いことに対する対策が必要。  

・空き家があるなら、スペースを生かして他の一軒家を広くするとか、

あるいは自然を残し、外から来てもらう空間に変えられないか。  

・一人暮らし高齢者のところに、例えば空いている２階を使うなどして、

学生を住まわせるのはどうか。今ある住環境の維持もでき、高齢者の

見守りにもなる。人口もわずかであるが増えるかもしれない。仕事で

も少しやり始めている。  
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・学生にやさしい街として考えることもできる。  

・自分も人数が多いところの年代なので、２０４５年頃には高齢者に入

ると思うと怖くなる。知り合いが、鎌倉で、古い家をシェアハウスに

している。鎌倉は古い趣のある家が多く、そこをシェアハウスにして

若い人に住まわせている物件が結構ある。それが小金井に根付くかは

わからないが、壊して作りかえるだけでなく、活用する方法もある。 

・ルームシェアについて、転入、転出のデータをみると、学生の時に小

金井市に来る人が多いが、３０歳代でも小金井に転入してくる人が多

い。転勤族の人で、東京に家を買うか地元で買うか迷うという話を聞

く。実際には家を買って、単身赴任をしている人も多く、母子または

父子だけで暮らしている世帯もあるので、そのような人が高齢者と一

緒に住むと、子どもを見てもらえたりといったメリットもある。  

・２０～３０歳代で人の動きが多い。学生が根付くようになるとよいと

思う。自分も転勤族だが、小金井市に家を買った。世代ごとに、どう

いった人が多いのかを分析すると、何をすればいいのかも見えてくる

のではないか。５年ごとのデータで結果をみて施策を考えるのでは、

毎年の変化には対応できないのではないか。  

・人口が減少すると、空き家の問題が出てくる。人口を増やすというよ

りは、維持を目標設定としてはあるのかなと思っている。人口を維持

することを目標にするなら、社会増については、大学があるため一定

層は入ってくるので、自然増について、子育てしやすくすることが必

要になる。転出入が激しいが、ずっと住んでいる人と、出入りする人

との２つの層に分けて支援を考えていくことがよいのでは。ハード面

の支援も必要だが愛着をどう作っていくかも議論したい。  

・人口の移動をどこで止めていくか。転勤や大学で人が出入りしている。

定住させることを考えると、市のサポートとして、高齢者の生活と子

育ての２つの支援がポイントになる。そこに自然環境がよいというこ

とをどう組み込むことができるか。市の予算のことも考えなくてはな

らない。シェアハウスのような新しい考え方も出てきているが、高齢

者でも、サポートしあえる年代は７０歳ぐらいまでである。  

・野川地区の人口減少が気になっている。野川地区は、駅から少し遠く、

戸建てが多い。シェアハウスに若い人が入って活気づけるのにはよい

かなと思う。散策できるところも多いが、歩きながらちょっと入るよ

うな店舗が少ないので、個性のある店が増えるとよい。小金井市は学

園都市であるが、学生の母親がランチに行くような店が少ない。国立

市等にはそのような店がある。今の６５歳以上の方は知識や経験、気

力、活力があるので、活躍できる場を増やすとまちも活気づくと思う。 

・三鷹市では、新築は１００㎡以上敷地がないと建てられないといった

規制を設けている。人がいない空間は自然として活用することも考え
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られる。自分は岩手から東京に出てきたが、地方からでてきた人は定

年になると、東京に住むか、田舎に戻るか悩むことがある。  

シェアハウスは、マナーやルールについての不安もある。上手くいく

には、我が家に来てほしいという風土、ある種の文化が必要。高齢者

のケアについての理解をしてもらう必要がある。  

・貫井で、二世帯住宅を４ＬＤＫにして、学芸大の学生、男性２人、女

性２人に住んでもらった例がある。法律があるので、部屋にカギをつ

けて貸すが、共用部分のルールや、近所に挨拶をするなどの決まりを

作っている。しかし、友人を連れてきてしまうケースもあり、見守る

大人がいないと上手くいかない面もあるが、上手くいくようにできれ

ば可能性はある。  

・いろいろ問題はあるかもしれないが、一つの策としてはあると思う。 

・大人が若者を信用する文化が根付く必要がある。  

・そのまちに暮らす人が理解するようになれば、吉祥寺などとは違うま

ちになる。  

・昔の京都のようになるとよい。文教地区なので、可能性はある。  

・個性があるまちになってほしい。小金井らしさが最近なくなってきて

いる。昔は、小金井市にしかないことが多かった。  

・例えば喫茶店で学生証を見せると半額になるとか。  

・早稲田にはそういった店もある。小平市では、駅にそのまちを紹介す

る大きな看板があるが、武蔵小金井駅にはそういったものがない。学

生を大切にするまちとか、どのようなまちかアピールすることも重

要。どのようなサポートがあるのかわかりやすく示すこと。シルバー

世代が元気なこともアピールできるのでは。  

・小金井市はそういった宣伝が下手なのではないか。  

 

⑶  まちの分析  

①市民意識の現状（市民アンケート結果（速報）  

○事務局から説明《資料№ 8ｐ 1～》  

・資料７でいうと、「第２章  まちの分析」の「第１節  市民意識の現

状」となっている部分であるが、今回は資料８で取り出して作ってい

る。  

・小金井市在住１６～３９歳の方（若者～子育て世代）２ ,０００人に

アンケートを行い、４８０人（後に数名増）から回答があった。  

・問１、２…性別では女性、年代では３０代の方からの回答が多くなっ

ている。  

・問３…市外から転入してきた方が８割以上である。居住年数が３年未

満の方は３割程度で、出入りの激しいまちであるとわかる。  

・問４…上の表で、３つの居住地域、下の表ではさらに細かい区域での
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データがわかる。  

・問５…出身地は都外が半数以上で、市内出身は１６ .７％となってお

り、出入りが激しいことを裏付けている。  

・問６…住居は賃貸マンション・アパートが一番多く、続いて、一戸建

ての持ち家となっている。  

・問７…世帯構成では親と同居や子どもと同居といった「二世代が同居」

が多く、夫婦のみ、あるいは単身世帯というのも多い。  

・問８…会社員・公務員などが多い。  

・問９…通勤・通学先は一番多いのは市内で、新宿区、千代田区等と続

いている。  

・Ｐ８～９は、転入してきたという方限定の設問で、資料８作成時点で

全回答者４８０人のうち４０３人（「Ｎ＝４０３」）から回答を得てお

り、わりと大部分の回答が得られている  

・問１０…転入してきた理由は、結婚のため、住宅の都合、次いでお仕

事の都合となっている。  

・問１１…小金井市に転入した理由は、通勤・通学に都合がよかったか

ら、住宅購入費・賃料が手ごろだったから、希望していた広さの住宅

があったから、みどり・水辺などの自然環境がよいからといった回答

が多い。  

・Ｐ１０～１３は、高校・大学等の卒業後の進路や就職観について、高

校・大学に在学中の方に限定して聞いている。Ｎ＝２７ということで、

実際に回答を得られた方は非常に少なく、統計的に見ると参考程度の

数字になってしまう。  

・問１２…高校生は、大学等に進学したいが９６ .３％。  

・問１３…大学に行くときは、自宅から大学などには通いたいが一番多

い。次いで、住まいにはこだわらないが多くなっている。  

・問１４…問１３の回答の理由ということでは、自宅のほうが生活に困

らないからが多く、やはり賃料等の部分があるかなというところであ

る。  

・問１５…１２ページのほうに進み、就職先の地域に関してということ

で、特にこだわらないというような回答が多いが、小金井市の自宅か

ら通える地域で働きたいという方がその次に多く、市内で働きたいが

３ .９％である。市外（小金井市の自宅から通えない地域）は１割ぐ

らいの回答になっている。  

・問１６…問１５の回答の理由では、就職先の場所を選ぶ理由というこ

とになりますけれども、住みなれた地域で暮らしたい、あと、働きた

い会社があるからということで、東京近郊であるため、いろいろな働

きたい会社に小金井市に住んだまま勤められる感覚があるのかなと

いう部分と、やはり住みなれた地域への愛着というところが大きな理
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由になっているのかなと思う。  

・Ｐ１４～２０は、出産・子育てに関する意向について聞いている。  

・問１８…４割ぐらいの方が子どもがいる。  

・問１９…第一子が生まれた年齢を聞いている。  

・問２０…現在の子どもの人数は１人、あるいは２人が多い。  

・問２１…３６ .５％ぐらいが出産をきっかけに仕事をやめたことがあ

るというお答えをしている。  

・問２２…問２１の回答の理由は、勤め先や仕事の状況から働き続ける

のが難しかった、あるいは家事や育児に時間をとりたかったというと

ころが多い。また、その他が結構多いが、自由記述で、保育園関係（保

育園に入れなかった等）が回答として出ておりました。  

・問２３…仕事を続けた理由は、家事、育児との両立の努力をしても仕

事をしたかったという回答と収入面で厳しかったという回答が多い。        

・問２４…最終的に持つつもりの子どもの人数は２人が一番多くなって

いますけど、問２５と見比べると、今いる人数よりは多く希望してい

ることがわかる。  

・問２５…最終的に持つつもりの子どもの人数について、理想的な数字

を持てそうだという方が６割ぐらい、それより少ないという方が少し

少なくなっている。  

・問２６…最終的に持つつもりの子どもの人数が理想より少ないであろ

うと答えた方に理由を聞いたところ、子育てや教育にお金がかかり過

ぎるが非常に多く、次いで年齢や体力的に難しいという回答が多い。 

・問２７…子どもを産み育てやすくなるための施策については、保育

園・児童館などの子育て環境の充実、あるいは子育てにかかる費用の

負担軽減という回答が多く、次が職場における理解や支援である。  

・Ｐ２１～２２は、小金井市の住みやすさや定住意向について聞いてい

る。  

・問２８…小金井市の住みやすさについては、どちらかというと住みや

すいが最も多く、住みやすいが次に多く、７割以上の方が住みやすい

と答えている。  

・問２９…将来、住み続けたいかについては、今後についてはわからな

いという回答があるため、結果的に住み続けたいというのは、少し押

される形にはなっているが、６割近くの方が住み続けたいと回答して

いる。  

・問３０…住み続けたいまちとはどんなまちかという設問であり、問２

９で住み続けたいと回答した理由ととれると考えて設問を設定した。

街が安全・安心である、買い物などの日常生活が便利である、自然環

境がよい、安心して子どもを産み育てられる、子どもがのびのび育つ

環境がある、周辺の利便性が高い、これらの回答が、小金井市が現在
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評価されている部分として見てとれるかなと思う。  

 

②まちの現状（就業、産業、土地利用）  

○事務局から説明《資料№ 7ｐ 23～》  

・図表３０、３１…市民の就業・通学の状況として、市外に勤務する人

が７割を占めている。  

・図表３２…就業率を小金井市と東京都と比較しているが、女性の３０

代から４０代のあたり（子育て世代）で、おおむね東京都と似ている

が、小金井市のほうが若干低い。  

・図表３３、３４…夜間人口のほうが多い。昼間は外に働きに行ってい

る方が非常に多いまちである。  

・図表３５、３６…市内の就業者は市外から働きに来ている方が多い。 

・図表３７、３８…近隣市に比べ、事業所数、従業者数、年間商品販売

額が最も低い。  

・図表３９…工業（事業所数・製造品出荷額）についても、近隣市の中

では、府中市が突出しており、小金井市は最も低い。  

・図表４０…土地利用については、宅地が大部分を占めていて、農地が

少し減りつつ、宅地が増えている。  

・図表４１…近隣市の中で、公園、運動場等の比率が若干多い。  

・図表４２…用途地域の割合については、第一種低層住居専用地域（基

本的には、戸建ての住宅しか建たない）が多い。  

・図表４３…住宅の所有関係について、戸建ての持ち家、あるいは民間

の借家も多いというところは、近隣市と大体同じである。  

・図表４４…人口密度について、小金井市は、市部の中では高いほうで

ある。  

・図表４５…坪当たりの公示価格を掲載しており、都内２６市中６位で

ある。  

 

○主な意見  

・学生の就職については、場所はこだわらず、とりあえず就職したいと

いうのが表れている。  

・問２９と問３０のクロス集計（住み続けたいと回答した人が住み続け

たいまちとはどんなまちと考えているか、また住み続けたくないと回

答した人が同考えているか）をお願いしたい。  

→次回示したい。（事務局） 

・年代別（３０代は子どもがいる人が多く、２０代や１０代は学生や単

身世帯の人が多いと思われる）での分析も必要である。  

 →次回示したい。（事務局）  

・回収率は高くないのではないか。  



 11 

→他の一般的な調査では年齢の上限を設けずに行うことが多く、その

場合はもう少し回収率が高いが、今回は１６～３９歳を対象としてお

り、その年代を対象とすると、回収率が低くなってしまう傾向がある。

（事務局）  

  ・そこに市民の市に対する関心の低さが表れているのではないか。アン

ケートを送付する際に、例えば「あなたのご意見がこのまちをどんど

んいいまちにしますよ」等の文を入れる等、回答する気持ちを湧き立

たせるような工夫はあったのか。  

→回答を促す工夫をして作成したが、そのような文章は入れていな

い。（事務局）  

・子どもがいる人からは約２００件しか回答が得られておらず、非常に

少ない。  

→他の自治体でも同様のアンケートを実施しているが、この年代の回

収率としては決して低くはない数字であると思われる。年代を絞らず

に実施すると５０代以上が半数を占めるというような結果になりが

ちであるが、今回年代を絞って実施し、データとしては有効なものが

得られたと考えている。（事務局）  

・資料７のｐ２９図表４０、４１の公園・運動場等には、都立公園も含

まれているのか。含まれているのなら、小金井市が独自に利用方法を

決めることができる公園は少ないということになる。  

 →都立公園も含まれている。（事務局）  

・農地が６ .７％ある。活用したい。  

・自分はサッカーを教えているが、小金井市はグラウンドがない。野球

やサッカーをできる場所がない。府中市や小平市は、公園でパス練習

ぐらいはできるようにしている。  

・少年野球も、あちこちに行って練習していると聞いたことがある。  

・小金井公園に少年サッカーの運動場が１面あるから何とかやっている

状態である。日野市や八王子市、稲城市は、人工芝のよいグラウンド

がある。そういうところがあると、小中学生が地元に残ってくれるよ

うになるかもしれない。  

・学芸大のグラウンドは利用できないか。  

・ＦＣ東京との契約があるので、一般の人が使うのは難しいかもしれな

い。  

  ・大学の施設を使わせてもらえないか。長屋的なよい意味でのつきあい

をできればと思う。  

・ナイター設備があるグラウンドがない。  

・学芸大は、弓道場を国分寺市と共同で建てており、運営でも共同して

いる。  

・小中学校のグラウンドの利用もいろいろな制約があり、大変と聞いて
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いる。学生や子どもを大切にするまちとして、子どもたちのために、

大学のサッカー場を貸してもらうというようなことができると思う。 

・学芸大のキャンパスは、一時期入場を制限していたが、現在は全面解

放している。話し合い次第ではそのような範囲が広がるのではない

か。  

・大学も生き残りの戦略として、子どもたちに来てもらって、将来地元

の学生が入学してもらえるようにしないといけない。  

 

２  今後の検討の流れについて   

○事務局から説明  

・今回示した人口推計を踏まえ、資料７のｐ２１の第３節の人口の変化

が地域の将来に与える影響（白紙であった部分）に、今回いただいた

ご意見を活用しながら記入したものを示し、分析・考察をしたいと考

えている。  

・そこで出た影響は、今後、避けては通れない課題となる。その課題を

メリットと考えるのか、デメリットと考えるかにもよるが、その影響

を踏まえて、市の人口に対する方向性を打ち出していく必要がある。

それが第３章の第１節（市の将来展望  目指すべき方向性）となる。  

・あわせて、その方向性に基づいて、総合戦略の中で施策を打ち出して

いく必要もありまして、そういった総合戦略の枠組みについてもご説

明、お示ししたいと考えている。  

 

○主な意見  

・データの分析については、総合戦略を念頭に置いてする必要がある。  

 

３  その他（意見交換等）  

○事務局から説明  

・次回以降の日程について説明した。  

第３回  １０月２６日（月）午後６時～  

第４回  １１月２６日（木）午後６時～（※後に中止となった）  

第５回  １２月１４日（月）午後６時～  

・第６回については、第５回の後、市民説明会等の形のものを予定して

おり、その後に最終的にいろんな意見を踏まえた委員会を１月～２月

に開催したいと考えている。その日程は後日調整させていただきたい。 

  

～以上で会議終了～  

 


